





















































































1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)
2（中級) C （Class) V （データベース提供元）
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1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)
2（中級) C （Class) V （データベース提供元）
C. 情報を分析・管理する 3（上級) L (LA  Seminar） 　
　 E (e-rearning)
 
内容
A. 図書館を使う
B. 情報・論文を探す/入手する
D. 自分の考えを伝える
E. 知見を拡げる
▼分類記号の例
15
内容 レベル 形態
講師
高等教育のための情報リテラシー基準活用体系表(例）
情報活用行動
プロセス
レベル
達成要件
16
17
18
レベル
情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス
達
成
要
件
マ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
学習・研究支援体系図の制作過程
表を学習支援と研究支援にわける
学習支援 研究支援
19
対象者を明示する
初級
学群1,2年 大学院博士
教職員
中級
学群2~4年
上級
学群3,4年
大学院修士
20
学習・研究支援体系図の制作過程
レベル
情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス
の
場
面
達
成
要
件
達
成
要
件
達
成
要
件
情
報
活
用
の
場
面
文章を検討し、カスタマイズする
21
学習・研究支援体系図の制作過程
達成要件に照らしてマスサポートプログラムを配置する
レベル
情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス
の
場
面
達
成
要
件
マ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
22
学習・研究支援体系図の制作過程
23
過不足の発見と新規プログラムの検討へ
今後の展望
筑波大学附属図書館 学習・研究支援体系図
全学的な学習支援・研究支援へ
英語版の作成わかりやすい広報
特定学類の教員と連携し
「特定学類体系図」を作成
当該学類の学生及び教員を対象に
調査し、その有用性を評価
短
期
的
展
望
長
期
的
展
望
関係部署と連携し、
本学の情報リテラシー基準を作成
全学的な情報リテラシー教育に活用
学習支援
25
各組織の支援活動を本体系図に
位置づけて情報を共有
学内の研究支援活動を一元的に把握
し活用できるようにする
各研究支援活動の妥当性や有用性の
検討
不足している支援活動について関連
部署と共同してプログラムを開発
研究支援
中
期
的
展
望
26
まとめ
マスサポートプログラムの体系化から得られた効果
マスサポートプログラムの全貌を一元的に把握・可視化できた
→できている部分が確認でき、不足している部分を発見できた
→新規プログラムの検討へ
体系図は他部局への営業に効果あり！を実感
学生の情報活用行動プロセスを意識し、教育的な効果にも
配慮された広報・情報発信を検討する契機に
体系図をひとつのマイルストーンとして、
今後の展望を部内で共有できた
１
２
３
４
広報への活用
情報活用プロセスと連続性重視のポスター
28
2012-2013 2014
リピーターのしおり
29
振り返りへの活用
リピーターのしおり適したセミナーは？
31
リピーターのしおり各回のページ
32
ねらい
達成目標
受講前後
のセルフ
チェック
受講前の期待
セミナーで得られたもの
もっと聞きたかった事
タイトル
講師
日時
振り返りへの活用
33
受講前 受講後
34
まとめ
